
                     

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
十
二
月
三
日
、
甲
子
園 

 
 

 

短
期
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
人
間 

 
 

 

関
係
学
会
の
第
30
回
記
念
全
国
大
会 

 
 

 

に
て
、土
井
善
晴
客
員
教
授
に
よ
る
公 

 
 

 

開
講
座
が
本
学
と
の
共
催
で
行
わ
れ
、 

 
 

 

県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
あ
り 

 
 

 
ま
し
た
。 

「
料
理
学
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
家

庭
料
理
や
和
食
、
食
文
化
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
料
理
を

作
る
人
と
、自
然
や
食
べ
る
人
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
ま

で
、
幅
広
い
料
理
の
本
質
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
様
な
お
話
の
中
で
レ
シ
ピ
に
頼
る
の
で
は
な
く
、食
材

と
対
話
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
、
食
べ 

る
人
の
こ
と
を
想
う
大
切
さ
に
つ
い
て 

の
お
話
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
土
井
善
晴
先
生
の
文
化
庁 

長
官
賞
受
賞
に
対
し
て
早
坂
三
郎
学
会 

理
事
長
（
本
学
学
長
）
よ
り
お
祝
い
を 

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
学
生
に
よ
る
花 

束
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
三
日
、
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
成
人
式
が
三
年
ぶ
り
に
対 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

面
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

早
坂
三
郎
学
長
か
ら
の
式
辞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
応
え
て
、
Ⅱ
回
生
代
表
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

生
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、続 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
て
学
院
か
ら
の
記
念
品
贈 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

第
二
部
で
は
、
本
学
の
非
常
勤
講
師
で
あ
る
田
中
真
理 

先
生
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
、
繊
細
か
つ
迫
力

の
あ
る
お
祝
い
の
ピ
ア
ノ
の
演
奏
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
成
人
と
し
て
の
責
任
に
身
を
引
き 

締
め
、
熱
心
な
表
情
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

教
職
員
の
二
十
歳
の
頃
の
写
真
が
添
え
ら 

れ
た
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ス
ラ
イ
ド
シ 

ョ
ー
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り 

ま
し
た
。 
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※
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら 

施
行
さ
れ
、
成
年
年
齢
が
二
十
歳
か
ら
十
八
歳
に
変
わ
り
ま 

し
た
が
、
本
学
で
は
引
き
続
き
「
二
十
歳
」
を
人
生
の
節
目 

と
し
て
お
祝
い
し
ま
す
。 

 
 


